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令
和
３
年
度
柳
津
町
一
般
会

計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
，
４
５

８
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
41

億
７
，
２
０
９
万
５
千
円
と
す
る

《
主
な
補
正
》

・
旧
西
山
診
療
所
と
旧
西
山
保
育

所
の
施
設
取
壊
工
事

�

４
４
３
万
４
，
０
０
０
円

当
初
設
計
で
見
込
ん
で
い
た
量

を
超
え
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有

さ
れ
て
お
り
、
処
分
に
係
る
費

用
が
増
加
し
た

１２月定例会審議議案　－主な議案－

令和３年第４回１２月定例会が、１２月８日から１０日までの３日間の会期で行われ
ました。今回の定例会では、令和３年度補正予算、条例の改正など１３議案が審議され、
原案どおり可決・同意されました。

・
砂
子
原
北
ノ
沢
線
道
路
改
良
工

事

�

１
，
５
５
７
万
１
，
０
０
０
円

旧
西
山
中
学
校
体
育
館
解
体
に

伴
う
道
路
改
良
工
事
の
増
額
補

正
。
主
な
も
の
と
し
て
区
画
線

工
の
追
加
、
交
通
誘
導
員
等
の

増
員
、
地
盤
改
良
対
策
工
な
ど

・
子
育
て
特
別
給
付
金
事
業
補
助

金�

２
，
０
５
０
万
円

国
の
経
済
対
策
の
18
歳
以
下
の

子
育
て
世
帯
に
対
し
て
１
人
当

た
り
10
万
円
を
給
付
す
る
事
業

の
う
ち
の
現
金
5
万
円
給
付
分

・
水
稲
経
営
安
定
化
事
業
補
助
金

�

１
５
，
４
８
０
千
円

米
価
の
下
落
対
策
と
し
て
、
出

荷
米
１
袋
（
30
キ
ロ
）
当
た
り

３
０
０
円
を
補
助
す
る

・
メ
デ
ィ
ア
事
業
業
務
委
託
料

�

３
３
０
万
円

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
地
域
魅

力
向
上
発
信
支
援
事
業
に
要
す

る
経
費

・
再
エ
ネ
ま
ち
づ
く
り
検
討
支
援

委
託
料�

△
６
６
０
万
円

発
電
機
製
造
業
者
の
事
業
撤
退

な
ど
に
よ
り
今
年
度
の
事
業
を

見
送
る
た
め

・
河
川
維
持
補
修
工
事
費

�

３
０
４
万
７
千
円

竜
蔵
庵
川
浚
渫
工
事
の
工
事
費

の
増
額
に
よ
る
も
の

・
消
防
用
備
品
購
入
費

�

２
８
９
万
９
千
円

消
防
団
の
火
災
の
際
に
使
用
す

る
資
機
材
と
し
て
投
光
器
、
発

電
機
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
整

備
す
る

・
灯
油
購
入
助
成
事
業
費

�

３
５
０
万
円

灯
油
等
の
価
格
高
騰
を
踏
ま
え
、

65
才
以
上
の
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
灯
油
助
成
券
を
１
世
帯

当
た
り
１
万
円
分
支
給
す
る

第
三
弾
応
援
給
付
金
を
専
決

処
分

・
応
援
給
付
金�

６
２
０
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
影
響
を
受
け
た
町
内
の

事
業
所
を
支
援
す
る
た
め
に
、

８
月
と
９
月
の
売
上
げ
が
減
少

し
た
事
業
者
に
８
万
円
～
10
万

円
を
給
付
す
る

速
や
か
に
給
付
を
開
始
す
る
た

め
に
専
決
処
分
と
し
た

学
校
教
育
関
係
者
の
報
酬
に

関
す
る
条
例
を
改
正

「
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
」
に
次
の
項
目
を
追
加

・
教
育
委
員
会
委
員

�

年
額　

１
５
万
２
，
３
０
０
円

・
学
校
運
営
協
議
会
委
員

�

日
額　

７
，
０
０
０
円

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
を
受

け
、
柳
津
町
に
学
校
運
営
協
議

会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

●12月定例会補正予算
12月補正後 補正額

一 般 会 計 41億7,209万5,000円 5,458万6,000円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 4,686万円 −

国
保

事業勘定 4億8,278万3,000円 △71万5,000円

施設勘定 6,593万2,000円 −

後 期 高 齢 5,151万2,000円 −

介 護 保 険 6億282万6,000円 319万2,000円

簡 易 水 道 1億6,758万円 17万1,000円

町営スキー場 400万6,000円 −

農業集落排水 8,488万8,000円 −

下 水 道 8,848万9,000円 −

簡 易 排 水 350万5,000円 −

林業集落排水 434万円 −

合　　計 57億7,481万6,000円 5,723万4,000円

議 案 審 議
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議 案 審 議

こんなことを決めました　―審議一覧―

議案第９１号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第１８号 令和３年度　一般会計補正予算）
原案承認

議案第９２号 柳津町個人情報保護条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第９３号
柳津町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例について

原案可決

議案第９４号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例について

原案可決

議案第９５号 柳津町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第９６号 令和３年度柳津町一般会計補正予算 原案可決

議案第９７号 令和３年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算 原案可決

議案第９８号 令和３年度柳津町介護保険特別会計補正予算 原案可決

議案第９９号 令和３年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決

議案第100号 農業委員会委員の任命について 原案同意

議会提出議案
第５号  

柳津町議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

【追加議案】

議案第101号 令和３年度柳津町一般会計補正予算 原案可決

議案第102号 工事請負契約の変更について 原案可決

ル
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、

学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
報
酬

を
条
例
に
追
加
す
る
改
正
を
行

う新
た
な
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

・
現
在
の
農
業
委
員
会
委
員
が
令

和
4
年
3
月
31
日
で
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

委
員
の
任
命
に
同
意
す
る
も
の

任
期
は
令
和
7
年
3
月
31
日
ま

で新
た
な
農
業
委
員
会
委
員
は
以

下
の
通
り
（
敬
称
略
）

○
田　

﨑　
　
　

敦
（
石　

神
）

○
杉　

原　

宏　

一
（
芋
小
屋
）

○
佐
々
木　
　
　

一
（
猪　

鼻
）

○
岩　

佐　
　
　

亮
（
一
王
町
）

○
金　

子　

勝　

之
（
砂
子
原
）

○
小　

島　

利　

則
（
四
ツ
谷
）

○
齋　

藤　
　
　

健
（　

藤　

）

○
永　

井　

義　

人
（
大　

野
）

○
田　

﨑　

あ
や
子
（
長　

倉
）
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山古志地域は2004年10月に発生した新潟中越地震の被災地です。震災から17年、これま
での歩みと現在を、東日本大震災の津波原発災害と重ね合わせて視察しました。

旧山古志村は集落の標高が150～450メートルに存在し、村内の地形は傾斜が強く地滑り
地帯で平地はほとんどなく、山頂のわずかな平地を切り崩し役所や学校、住居が点在して
いたそうです。災害発生当時、人的被害のほか、山ごと崩れる地滑りにより建物が全壊し
道路は寸断され村は孤立しました。全村
避難という壊滅的な被害を被り、３年２
ヶ月後全村帰還を遂げた住民は、闘牛や
アルパカ牧場、地元のおばちゃんたちに
より起業した食堂など復興へ向けて歩み
だし、現在では震災前以上に精力的に、
そして前向きに活動している姿を拝見す
ることができ、災害発生時の初動体制、
復旧復興の参考になりました。今後の町
づくりに多いに役立てたいと思います。

行 政 視 察

総務文教常任委員会

11月8日 十日町市広域連携生活圏の「大地の芸術祭」プロジェクト

11月9日 長岡市山古志地域

過疎・高齢化が進む里山で現代アートを見せる「大地の芸術祭」は、世界に例のない試
みであるとのことでした。アートの安全性を欠いてはならないと耐震基準や積雪荷重計算
を徹底するとともに、作品のメンテナンスには芸術関連の大学生が関わっていました。ま
た、地域おこし協力隊が現在14名おり、「大地の芸術祭」の事業にも参加しており、移住
定住されている方も多いとのことでした。さらに自然の猛威から人々を守るため建設され
たトンネルがアートの力で年間30万人が入場する人気観光地になり新たな経済効果を生み
出しています。地域の伝統である里山文化と現代アートというミスマッチともいえるもの
の融合を通じ、地域や年齢や属性を超えた様々な人々の交流を生み出すことで、地域を刺
激し、地域の魅力を高め交流人口を増やし、活性化させたこの事業に大変興味を持ちまし
た。

　今回の調査は、地域活性化をアートの世界から創造しようとしている取組みと、
地域災害の復旧復興の事例調査を委員5名と、今回視察した「大地の芸術祭」の設
立準備担当責任者である、元新潟県職員の渡辺　斉

ひとし

先生を講師に迎えて実施しまし
た。

委
員
会
行
政
視
察
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同市は全国初の「スマート防災エコタウン」
として、太陽光／バイオマスを中心とした再
生可能エネルギーの地産地消実現を目指す先
進地です。柳の目北地区では、自営線による
マイクログリッドを構築し、ＣＥＭＳにより
最適制御をしながら電力供給を行っていまし
た。３日間は通常電力供給を可能とし、災害
時も病院や集会場に最低限の電力供給が可能
なため、地域の災害対応力及び防災力向上に
も寄与するものでした。

再生可能エネルギーを利用した事業運営の中で、地元雇用を生み、得られた利益を地域活性化に再投資
を行うという公益的なビジネスモデルは近年全国的にも注目されており、地熱や温泉熱といった資源を有
する当町においても、国県、企業や研究機関等と連携し構築をしていければ、柳津町として後世に引き継
げる強固な財産となり、また安定的なライフラインの提供体制の実現は町民に安心安全を担保すること、
ひいては「住みやすい、住みたい、住んでて良かった柳津町」に繋がるものと感じました。

行 政 視 察

産業厚生常任委員会

11月9日 福島市土湯温泉にて「バイナリー発電所及び土湯温泉街」

11月10日 宮城県東松島市の「環境未来都市計画の取り組み」

「バイナリー発電事業」は、比較的低温の温泉蒸気で発電ができ、環境負荷低減／安定的な発電が見込め
るバイナリー方式を採用している本施設では、年間約１億２千万円の売電売上があるとのことでした。

また「オニテナガエビの養殖」は、バイナリー発電使用後の熱水の有効活用と温泉地の新たな観光資源
として考案され、年間５千人の方が訪れ地域振興にも寄与する人気スポットになっていました。温泉街で
は、空き店舗を観光団体やまちづくり組織が買い取り利活用する取組みをされており、最近は続々と新規
出店がされているとの事でした。土湯温泉で行われている再生可能エネルギー事業の根底には、2011年東
日本大震災で大打撃を被った観光地の危機を、「地域一丸となって復興する」という確たる信念が実を結ん
だものと大変感銘を受けました。

今回の調査は、再生可能エネルギー関連に重点を置き視察したほか、昨年４月に全線開通し
新たな人の流れが生まれ賑わう相馬福島道路のランドマーク的施設を訪れ、今後の地域振興・
交流人口拡大に資することを目的とし、委員５名で実施しました。
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6番　松村　亮議員

○再生可能エネルギーの有効活用に向
けた基盤構築に伴う町の計画及び進
捗について

Q
当
町
は
、
地
熱
発
電
所
や

水
力
発
電
所
が
立
地
し
て

い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先

進
地
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
な

転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
３
点

伺
う
。

①
当
町
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

必
要
性
や
優
先
度
を
伺
う
。

②
こ
れ
ま
で
の
二
次
熱
の
利
用
は
、

有
効
利
用
で
き
て
い
る
と
は
言
い

難
い
が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
研
究

を
行
い
、
ど
の
程
度
の
費
用
が
か

か
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
町

と
し
て
今
後
、
二
次
熱
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
に
取
り

組
む
の
か
伺
う
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に

取
り
組
む
に
当
た
り
、
官
民
一
体

の
体
制
基
盤
づ
く
り
や
地
域
還
元

型
で
持
続
可
能
な
公
共
イ
ン
フ
ラ

の
モ
デ
ル
構
築
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
①
柳
津
町
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
を
目
標
と
し
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
て
い
く
と
と
も
に
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
表
明
も

視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

災
害
時
の
非
常
用
電
力
と
し
て
の

活
用
も
進
め
、
町
の
防
災
力
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
平
成

26
年
か
ら
調
査
や
ト
ラ
フ
グ
の
養

殖
等
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
た

が
、
国
の
補
助
金
の
打
切
り
や
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
、
現
在

は
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
事

業
費
は
、
国
の
補
助
金
が
約
２
，

３
０
０
万
円
、
町
単
独
費
用
が
約

70
万
円
。
地
熱
二
次
利
用
は
、
ほ

か
で
は
ま
ね
の
で
き
な
い
唯
一
の

産
業
を
生
み
出
せ
る
可
能
性
を
秘

め
て
お
り
、
他
町
村
と
の
差
別
化

を
図
っ
て
い
く
と
い
う
面
で
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。
町
の
魅
力
を

引
き
出
せ
る
よ
う
な
事
業
を
町
民

と
と
も
に
再
度
、
探
っ
て
い
き
た

い
。

③
こ
れ
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
に
取
り
組
む
に
当
た
り
、

高
度
な
専
門
知
識
が
不
可
欠
で
あ

り
、
十
分
に
検
証
し
な
が
ら
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
専
門
的
知
見
を
持
つ
民

間
企
業
等
と
連
携
し
、
検
証
を
重

ね
な
が
ら
地
域
還
元
型
の
持
続
可

能
な
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
構
築
の

た
め
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
町
長
が
考
え
る
「
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A
（
町
長
）
現
在
、
町
で
発

電
さ
れ
た
電
力
は
、
全
て

関
東
へ
送
電
さ
れ
て
い
る
。
町
で

発
電
し
た
電
気
を
自
ら
の
町
で
消

費
す
る
仕
組
み
が
、
地
域
資
源
を

最
大
限
に
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
。
生
活
や
農
業
、

工
業
に
様
々
な
発
電
方
法
を
組
み

合
わ
せ
、
地
域
や
集
落
に
合
っ
た

発
電
方
法
で
地
産
地
消
し
て
い
き

た
い
。

Q
地
域
還
元
型
や
持
続
可
能

性
な
ど
を
考
え
る
と
公
設

民
営
で
の
事
業
運
営
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
公

益
性
の
あ
る
事
業
を
継
続

し
て
い
く
上
で
、
公
設
民
営
方
式

を
検
討
す
る
価
値
は
十
分
に
あ
る
。

理
想
と
し
て
は
、
自
治
体
が
サ
ポ

ー
ト
に
回
り
、
実
際
の
経
営
や
運

営
は
民
間
主
導
で
行
う
こ
と
が
持

続
性
を
持
た
せ
る
上
で
大
切
に
な

る
。
事
業
立
ち
上
げ
時
か
ら
官
民

が
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Q
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
の
必
要
性
や
優
先
度
が

高
い
に
も
関
わ
ら
ず
振
興
計
画
の

中
に
関
連
事
業
が
少
な
い
よ
う
だ

が
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
現

計
画
作
成
時
に
は
み
ら
い

創
生
課
が
設
立
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
を
中
心
に
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
く
。
重
点
的
に
や
っ

て
い
き
た
い
。

Q
先
日
、
会
津
若
松
市
で
開

催
さ
れ
た
地
熱
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
町
長
も
出
席
し
た
が
、
そ

こ
で
得
た
所
感
や
考
え
、
そ
し
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る

町
長
の
意
気
込
み
な
ど
を
改
め
て

伺
う
。

A
（
町
長
）
11
月
22
日
の
全

国
地
熱
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
、
地
熱
発
電
所
の
立
地
す

る
町
の
町
長
と
い
う
こ
と
で
発
言

を
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
が
、

地
熱
の
二
次
熱
利
用
に
つ
い
て
、

柳
津
町
で
は
利
活
用
さ
れ
て
い
る

も
の
が
な
く
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
ず
非
常
に
残
念
だ
っ
た
。
今
後
、

地
熱
の
二
次
熱
に
も
っ
と
力
を
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

強
く
感
じ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は
法
的
、

技
術
的
に
非
常
に
高
い
ハ
ー
ド
ル

が
あ
り
、
産
学
官
で
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

代 表 質 問
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○公共施設の管理
及び維持計画について

Q
平
成
28
年
度
に
柳
津
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

が
、
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化

等
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
て
い

る
。
人
件
費
や
物
件
費
と
合
わ
せ

て
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
な
ど

を
維
持
す
る
た
め
の
修
繕
費
が
か

さ
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
、
公
共
施
設
の
更
新
時
期

が
集
中
し
、
多
額
の
更
新
費
用
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
具
体
的
な
計
画
を
中
長

期
的
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
公
共
設
備
管

理
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
具
体
策

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
平
成
28
年
度
に

策
定
し
た
柳
津
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
公

共
施
設
等
保
有
量
の
最
適
化
や
施

設
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
具
体
的
な
例
が
支
所
地
区
公

共
施
設
再
編
事
業
で
あ
る
。
町
で

は
計
画
策
定
よ
り
５
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
現
在
、

各
施
設
を
点
検
・
診
断
し
た
結
果

を
基
に
柳
津
町
公
共
施
設
個
別
施

設
計
画
の
策
定
中
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
総
合
管
理
計
画
に
反
映
さ
せ

公
共
施
設
等
の
適
正
管
理
に
努
め

て
い
き
た
い
。

 

Q
令
和
２
年
度
決
算
の
中
で
、

歳
出
の
う
ち
更
新
費
用
は

幾
ら
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

更
新
費
用
と
い
う
の
は
、
ど
う
の

よ
う
な
項
目
を
含
ん
で
い
る
か
伺

う
。A

（
総
務
課
長
）
更
新
費
用

と
し
て
合
計
11
億
６
，
２

８
１
万
４
，
０
０
０
円
で
、
歳
出

総
額
の
約
18
％
と
な
っ
て
い
る
。

項
目
は
修
繕
費
、
工
事
請
負
費
、

委
託
費
に
な
る
。

Q
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
旧

給
食
セ
ン
タ
ー
は
解
体
す

る
方
針
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る

が
、
解
体
さ
れ
た
跡
地
の
利
用
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

A
（
教
育
課
長
）
旧
給
食
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
調
整
会
議
、
学
校
関
係

者
、
教
育
委
員
会
定
例
会
等
で
協

議
し
て
い
る
。
今
後
庁
議
で
方
針

を
固
め
て
い
き
、
方
針
が
決
ま
り

し
だ
い
説
明
し
て
い
き
た
い
。

Q
柳
ヶ
丘
団
地
平
屋
に
つ
い

て
は
老
朽
化
が
著
し
い
と

思
わ
れ
る
が
、
住
民
の
方
と
の
話

し
合
い
も
含
め
今
後
の
町
の
方
針

を
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
経
年
50
年

以
上
の
建
物
も
在
る
が
、

入
居
者
が
居
る
た
め
修
繕
は
行
っ

て
い
る
。
転
居
に
つ
い
て
は
費
用

が
か
か
る
こ
と
や
家
賃
が
上
が
る

こ
と
も
あ
り
、
進
ん
で
い
な
い
状

況
。
今
後
退
去
が
あ
っ
た
場
合
、

新
し
い
入
居
者
は
求
め
ず
解
体
を

進
め
て
い
く
。

Q
旧
ス
キ
ー
場
跡
地
に
建
っ

て
い
る
建
築
物
や
構
造
物
、

こ
れ
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
ス
キ

ー
場
が
国
定
公
園
の
中
に

入
り
園
地
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
整

備
し
て
い
き
た
い
。
リ
フ
ト
設
備

に
つ
い
て
は
撤
去
し
た
い
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
若
者
が
主

体
と
な
っ
て
協
議
す
る
会
議
体

「
ミ
ラ
イ
ツ
ナ
ガ
ル
会
議
」
が
発

足
さ
れ
た
た
め
、
今
後
協
議
課
題

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
地

区
の
皆
さ
ん
と
も
話
し
合
い
を
持

ち
利
活
用
に
つ
い
て
進
め
て
い
き

た
い
。

Q
つ
き
み
が
丘
町
民
セ
ン
タ

ー
の
施
設
に
つ
い
て
は
か

な
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
防

災
の
観
点
か
ら
も
避
難
所
と
し
て

利
用
し
て
い
る
重
要
な
施
設
で
も

あ
り
、
建
て
替
え
、
更
新
に
つ
い

て
の
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
つ
き

み
が
丘
町
民
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

５
か
年
の
指
定
管
理
と
い
う
こ
と

で
柳
津
振
興
公
社
と
委
託
契
約
を

結
ん
で
い
る
。
建
て
替
え
の
時
期

に
つ
い
て
は
、
こ
の
５
年
間
の
中

で
整
備
計
画
、
計
画
か
ら
５
年
後

に
は
建
築
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
前
出
の
「
ミ
ラ

イ
ツ
ナ
ガ
ル
会
議
」
の
中
で
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
平
成
27
年
度
に
路
面
性
状

調
査
計
画
が
策
定
さ
れ
て

お
り
、
道
路
の
補
修
の
年
度
計
画

が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
劣
化
や

亀
裂
し
た
道
路
に
対
し
て
舗
装
の

打
ち
替
え
等
、
ど
の
程
度
実
施
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
平
成
27
年

度
実
施
の
路
面
性
状
調
査

に
よ
る
と
、
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
２
年
ま
で
の
舗
装
候
補
の
箇
所

は
、
延
長
で
８
，
８
９
５
メ
ー
ト

ル
、
概
算
補
修
費
、
修
繕
費
で
３

億
３
，
４
６
０
万
円
と
な
っ
た
。

平
成
28
年
度
と
29
年
度
に
該
当
箇

所
の
測
量
設
計
を
実
施
し
、
14
路

線
、
23
工
区
の
う
ち
平
成
29
年
度

に
４
路
線
、
４
工
区
の
施
工
を
し

た
。

　
　

公
共
施
設
整
備
に
は
高
額
の

資
金
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

社
会
資
本
総
合
交
付
金
な
ど
の
制

度
を
最
大
限
に
活
用
す
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

要望

５番　岩渕清幸議員
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し
て
い
け
る
、
そ
れ
が
重
要
で
あ

る
。
指
導
、
技
術
向
上
な
ど
、
町

独
自
の
支
援
策
も
含
め
て
、
国
・

県
と
情
報
を
共
有
し
て
継
続
し
な

が
ら
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

12
歳
か
ら
18
歳
未
満
の
方
、

そ
し
て
5
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
方

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の

現
状
は
。

　
　
　
（
町
民
課
長
）
12
歳
以
上

18
歳
未
満
へ
の
3
回
目
接

種
に
つ
い
て
は
ま
だ
情
報
が
な
い
。

5
歳
か
ら
11
歳
用
へ
の
接
種
は
、

既
存
の
12
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
と

は
異
な
り
、
濃
度
や
容
量
が
異
な

る
専
用
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
早
け
れ
ば

2
月
頃
か
ら
接
種
が
開
始
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
　
　

冬
期
間
の
五
叉
路
は
安

全
・
安
心
、
快
適
に
通
学

で
き
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
路

面
が
凍
結
し
危
険
で
あ
り
、
車
両

が
通
過
す
る
際
に
は
水
し
ぶ
き
が

か
か
っ
た
り
し
て
い
る
。
児
童
・

生
徒
の
安
全
・
安
心
な
通
学
路
の

確
保
に
は
改
修
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
（
町
長
）
今
か
ら
取
り
組

め
る
こ
と
と
し
て
、
冬
期

QAQA

○新型コロナウイルスにより経済的影響
を受けた事業者の経営支援等について
○通学路の安全・安心確保について

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
各
事
業
者

は
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
各
事
業
者
に
対
す
る

町
の
支
援
策
の
考
え
は
あ
る
の
か

伺
う
。

①
観
光
・
商
工
業
・
旅
館
業
な
ど

の
事
業
者
に
対
し
て
の
支
援
策
に

つ
い
て
。

②
米
の
販
売
価
格
下
落
に
よ
り
農

家
は
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
農
業
を
力
強

く
再
生
す
る
に
は
行
政
の
支
援
や

指
導
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
の
対
応
を
伺
う
。

③
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
及
び
３
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見
通
し
、
計
画

に
つ
い
て
。

　
　
　
（
町
長
）
①
令
和
２
年
度

よ
り
中
小
企
業
融
資
利
子

補
給
金
の
対
象
と
な
る
借
入
限
度

額
を
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、
事
業

者
を
対
象
に
し
た
応
援
金
給
付
事

業
や
、
消
費
喚
起
を
目
的
に
町
内

宿
泊
施
設
の
宿
泊
者
に
商
品
券
を

贈
呈
し
て
い
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
、
積
極
的
な
広
報
活

動
の
実
施
や
誘
客
事
業
へ
の
参
加
、

只
見
線
の
全
線
開
通
に
合
わ
せ
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
等
を
行
っ
て

い
く
。

②
今
回
の
米
価
下
落
を
受
け
、
出

QA

荷
米
30
㎏
当
た
り
３
０
０
円
を
補

助
す
る
。
今
後
は
作
物
転
換
、
園

芸
作
物
と
の
複
合
経
営
の
推
進
、

ブ
ラ
ン
ド
米
の
作
付
拡
大
等
を
推

進
し
、
意
欲
あ
る
支
援
を
し
て
い

く
。

③
3
回
目
の
接
種
は
、
対
象
者
は

2
回
目
接
種
完
了
後
8
か
月
を
経

過
し
た
18
歳
以
上
の
接
種
を
希
望

す
る
方
と
な
り
、
本
格
的
な
接
種

は
2
月
か
ら
始
ま
る
。
町
で
は
3

回
目
の
対
象
者
に
意
向
調
査
を
行

い
、
希
望
す
る
方
に
分
か
り
や
す

く
、
速
や
か
に
3
回
目
の
接
種
が

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
は
農
業
が
魅
力

的
な
職
業
と
な
る
よ
う
な
、

生
産
者
の
所
得
向
上
な
ど
を
目
指

し
て
指
導
、
支
援
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
が
、
町
の
考
え

は
。

　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
農
業

に
対
す
る
課
題
は
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
。
各

農
業
関
係
団
体
や
農
業
法
人
な
ど

意
欲
あ
る
生
産
者
も
多
く
、
意
見

や
考
え
を
自
由
に
出
し
合
え
る
よ

う
な
組
織
を
つ
く
り
、
今
後
の
町

の
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
と
い

う
形
で
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　

町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
、

観
光
業
に
お
い
て
は
、
後
継

者
や
意
欲
の
あ
る
若
者
を
確
保
し

て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

希
望
を
持
っ
て
そ
の
職
業
を
継
続

QA要望

間
の
児
童
・
生
徒
へ
の
通
学
等
の

交
通
安
全
指
導
や
、
水
跳
ね
防
止

の
啓
発
看
板
を
立
て
る
な
ど
の
安

全
対
策
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
路
線
は
、
勾
配
が
急
で
均
一
な

散
水
が
難
し
い
。
無
散
水
消
雪
な

ど
も
検
討
し
な
が
ら
、
こ
の
場
所

に
よ
り
適
し
た
方
法
が
な
い
か
、

消
雪
施
設
も
含
め
改
修
へ
向
け
て

の
計
画
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

五
叉
路
か
ら
小
学
校
に
上

が
る
通
学
路
は
本
当
に
凍

結
が
ひ
ど
い
。
歩
道
を
設
置
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
無
散
水
化
へ
の

改
修
計
画
を
要
望
す
る
。

　
　
　
（
建
設
課
長
）
あ
の
周
辺

は
、
拡
幅
や
勾
配
を
緩
く

す
る
の
が
難
し
く
、
歩
道
の
設
置

は
難
し
い
。
消
雪
機
能
の
向
上
の

た
め
に
無
散
水
消
雪
と
い
う
案
も

あ
る
が
、
散
水
消
雪
と
比
較
し
て
、

非
常
に
高
額
で
、
ほ
か
の
路
線
の

消
雪
設
備
の
更
新
予
定
な
ど
と
併

せ
て
計
画
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
（
町
長
）
五
叉
路
は
、
大

変
危
険
だ
と
認
識
し
て
い

る
が
、
現
時
点
で
は
大
規
模
な
改

修
工
事
は
予
定
し
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
凍
結
な
ど
、
個
別
対
応
で

解
消
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
対
応

し
て
い
き
た
い
。
主
要
な
通
学
路

な
の
で
優
先
順
位
は
高
い
。
有
効

な
財
源
を
見
つ
け
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

QAA

３番　伊藤　純議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ

の
対
策
は

通
学
路
の
安
全
確
保
を
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一 般 質 問

○県道柳津昭和線桧原トンネルについて
○グローバルピッグファームの臭気対
策について
○県道会津若松三島線の今後について

地
域
の
住
民
が
穏
や
か
な
前
の
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
事
業
者

へ
は
常
に
言
い
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
長
は
ピ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム

は
撤
退
し
た
ほ
う
が
い
い

の
か
、
撤
退
し
な
い
ほ
う
が
い
い

の
か
、
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
（
町
長
）
せ
っ
か
く
柳
津

に
来
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

共
存
共
栄
を
し
て
い
く
た
め
に
、

努
力
を
し
て
い
る
と
理
解
し
て
ほ

し
い
。

　　
　
　

私
も
何
が
一
番
い
い
の
か

と
考
え
た
が
、
円
満
に
解

決
す
る
に
は
、
や
は
り
業
者
に
決

断
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
の
で
は

な
い
か
。
臭
い
の
問
題
が
解
決
す

る
の
が
い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
状
態
は
、
町
民
あ
る
い
は
麻
生

の
人
た
ち
に
我
慢
を
強
い
る
わ
け

で
あ
り
、
ピ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム
も
円

満
に
解
決
す
る
ほ
う
を
選
ぶ
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
情
報
を
最
近
聞
い
た
の

で
。

　
　
　
（
地
域
振
興
課
長
）
ピ
ッ

グ
フ
ァ
ー
ム
は
町
で
誘
致

し
た
企
業
で
は
な
く
、
事
業
者
が

判
断
す
る
。
町
と
し
て
そ
の
よ
う

な
判
断
や
答
弁
は
で
き
な
い
。

QAQA

　
　
　

長
期
的
展
望
を
考
え
た
と

き
、
観
光
と
結
び
つ
い
た

道
路
の
改
良
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
（
町
長
）
久
保
田
工
区
の

狭
隘
部
分
の
工
事
が
今
年

度
発
注
と
な
る
予
定
。
久
保
田
地

区
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

久
保
田
三
十
三
観
音
祭
り
な
ど
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
会
津
若
松
三

島
線
地
域
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な

い
地
区
。
今
後
も
県
へ
の
働
き
か

け
を
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
当

路
線
は
、
銀
山
の
煙
突
へ
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
大
峯
側
か
ら
の
ル

ー
ト
は
、
歩
く
県
道
と
し
て
毎
年

整
備
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
含
め

観
光
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

今
年
２
人
の
方
が
家
を
久

保
田
に
建
て
て
く
れ
た
。

そ
れ
が
私
は
道
路
が
改
良
に
な
る

よ
り
も
う
れ
し
い
。
銀
山
地
域
に

は
煙
突
が
あ
り
、
こ
れ
を
有
効
に

活
用
し
て
も
ら
う
に
は
、
道
路
の

改
良
が
絶
対
に
必
要
だ
と
考
え
る
。

松
ケ
下
か
ら
銀
山
峠
へ
の
舗
装
を

強
力
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
（
建
設
課
長
）
県
に
は
改

良
を
希
望
し
て
い
る
団
体

の
熱
意
や
言
葉
を
し
っ
か
り
と
伝

え
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

QAQA

８番　荒明正一議員
　
　
　

進
展
が
見
ら
れ
な
い
が
、

完
成
す
る
見
通
は
。
こ
れ

ま
で
の
努
力
と
経
過
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
（
町
長
）
桧
原
ト
ン
ネ
ル

は
、
相
続
多
数
の
共
有
地

が
あ
り
、
ル
ー
ト
の
変
更
を
行
っ

た
。
ト
ン
ネ
ル
坑
口
も
変
更
と
な

る
た
め
、
現
在
地
質
の
再
調
査
を

し
て
い
る
。
今
後
は
、
各
種
測
量
、

道
路
・
橋
梁
の
予
備
設
計
を
予
定

し
て
い
る
。
滝
谷
地
区
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
道
路
を
含
め
、
現
在
は
調

査
測
量
と
予
備
設
計
の
段
階
で
あ

り
、
完
成
時
期
は
未
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

当
面
、
や
む
を
得
な
い
な

と
は
思
う
が
、
町
長
に
は
、

一
日
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
に
全

力
を
挙
げ
て
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　
（
町
長
）
一
日
も
早
く
完

成
さ
せ
る
た
め
に
努
力
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
、
私
も
同
感
で
あ
り
、
国
会
議

員
の
先
生
や
、
県
の
土
木
部
長
に

お
願
い
を
す
る
な
ど
、
事
あ
る
ご

と
に
こ
の
話
は
話
題
に
出
し
て
お

願
い
を
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
い
く
。
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

QAQA

　
　
　
　

毎
月
の
全
員
協
議
会
で

聞
い
て
い
る
が
、
本
当
の

解
決
の
意
味
で
比
較
し
た
場
合
に

は
あ
ま
り
よ
く
な
い
が
、
次
か
ら

次
と
問
題
が
出
て
い
る
よ
う
な
状

態
で
あ
り
、
ど
の
程
度
ま
で
の
段

階
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
　
　
（
町
長
）
臭
気
問
題
は
、

皆
さ
ん
大
変
不
快
な
思
い

を
さ
れ
て
い
る
。
毎
月
、
臭
気
対

策
三
者
情
報
交
換
会
の
実
施
や
事

業
者
の
地
区
説
明
会
も
年
に
数
回
、

実
施
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
事

業
者
が
行
っ
て
き
た
様
々
な
対
策

に
よ
り
、
臭
い
が
低
減
し
た
と
い

う
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
成
果
は
出
て
き
て
い

る
。
農
場
の
臭
気
は
、
事
業
者
が

責
任
を
持
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
町
は
事
業
者
を
指

導
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
期
解
決
に
向
け
て
強
く
指
導
し

て
い
る
。

　
　
　

こ
の
臭
気
問
題
は
、
や
は

り
自
然
環
境
に
逆
ら
っ
た

立
地
状
況
の
中
で
や
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
（
町
長
）
臭
気
を
限
り
な

く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
た
め

に
努
力
を
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と

を
強
く
事
業
者
に
指
導
し
て
い
る
。

QAQA

桧
原
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

臭
気
対
策
の
進
捗
は

会
津
若
松
三
島
線
の
今
後
は
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や
な

い
づ

議
会

だ
よ

り

議会録画映像のお知らせ令和４年第１回定例会
3月9日（水）～3月18日（金）
午前10時に開催予定です。
初日は、町政に対し議員が一般質問を行

います。
新型コロナウイルス感染症拡大予防のた
め、傍聴席は通常の３分の１となります。
アルコール消毒、マスクの着用をお願い

します。

西山支所、ふれあい館でも
傍聴することができます

余
寒
厳
し
き
折
、
お
障
り

な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

一
時
期
小
康
状
態
に
あ
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
新
た
な
変

異
株
の
出
現
に
よ
り
、
時
計
の
針
が
逆

戻
り
し
た
か
の
よ
う
な
日
々
を
お
過
ご

し
の
こ
と
と
心
中
お
察
し
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
本
県
の
明
る
い
話
題
と
し
て

春
の
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
に
只
見

高
校
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
や
、
会
津
柳

津
学
園
中
学
校
出
身
の
方
が
春
高
バ
レ

ー
全
国
大
会
で
御
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
に
大
き
な
勇
気
と
活
力
を
与
え
て

く
れ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
御
承

知
の
通
り
当
町
は
「
い
で
湯
と
信
仰
と

ス
ポ
ー
ツ
の
里
」
を
標
榜
し
て
お
り
、

選
手
・
関
連
団
体
・
指
導
者
・
保
護
者

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
幅
広
い
年
齢

層
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
関
係

者
の
御
尽
力
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

大
変
頭
の
下
が
る
想
い
で
あ
り
ま
す
。

「
健
全
な
精
神
は
健
全
な
肉
体
に
宿

る
」
と
申
し
ま
す
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
か
ら
少

し
離
れ
、
日
頃
か
ら
適
度
な
運
動
を
心

掛
け
健
全
な
肉
体
を
保
つ
こ
と
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
精
神
が
生
ま
れ
、
穏
や
か

に
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
、
実
は
こ
の

難
局
だ
か
ら
こ
そ
と
て
も
大
切
な
の
か

な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

心
身
と
も
に
御
自
愛
頂
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。�

（
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）
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ちょっと
一言

　一般質問の映像を、町のホームページから
視聴することができます。

「議会の傍聴になかなか行けない」という方は、
お手元の端末からご覧ください。

柳津町

ホームページ
柳津町議会

議会

録画映像

スマホやタブレット端末からも、
見ることができます！

令和3年第４回定例会は、『赤べこ伝説発祥
の地』をＰＲするため、議会議員と町職員が
真っ赤な赤べこのはっぴを身にまとい、『赤
べこ議会』として開催しました。
赤べこは疫病を退散させると言い伝えられ

ています。一刻も早い新型コロナウイルス感
染症の終息を願っています。

赤べこ議会を
開催！

令和
3年


